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を ｢学校教育における木材加工 (木工 ･工作を含む)学習指導のための技術的基礎研究 (第28報) TechnicalandFundamentalStudies
onEducationofWoodWorkingTechnicalEducationLessonsofSchool,XXVII.｣とする｡上記の研究 (第27報)および標記の研究
(Ⅹ ⅠⅠ)は,長崎大学教育学部紀要 一自然科学一 第68号 15-21(2003.6)に掲載｡
34 杉 山 滋


































供試材には,レッドラワンRed lauan(Shoreaspp.)の心材部,平均気乾比重0.52,含水率 12.5%,板厚 10- 12mmの柾目材
あるいは若干追柾目気味の材料 (Fig.2において,Oo≦9)3≦ loo)およびベイツガwesternhemlock(TsugaheteroPhylaSARG.)
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Fig.2.Relativegrainorientationoftestspecimentocuting
directiom.





































































































































分割工具による切削実験 によ り,測定 されたTlナイフに加わる垂直力Ⅳおよび摩擦力
Fの一例を,Fig.5に示す (図は,煩雑になることを防 ぐため,す くい面長さR｡の代表例
木材切削工具の切れ味測定と切れ味評価 (XXⅣ)歪芸認 諾墓諾F=孟悪書孟昌濡 蒜霊芝霊宝冨霊墓flT 37
6L.ど (kg/mm') で示した)｡同図より明らかなように,
9)1の変化に伴うN,Fの変化の傾向は,
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合より大になる,と解釈されるO以上のように,9)lの大きい順目切削,木口切削および逆目切削でO,
Tが極めて大きくなるが,これらの切削では,前述したように一種の木口の切屑形態であるから,切
れ刃に対して斜め方向あるいは直角方向に配列する繊維の直接切断,ないし繊維の破壊を行う場合に
は,すくい面に大きな応力が働くことになる｡
4.結 論
木材切削における工具すくい面に働く切削応力分布を測定するため,主として,分割工
具を用いて低速二次元切削を行った｡これにより,繊維傾斜角の比較的広い範囲にわたっ
て,切削応力 (垂直応力oおよび摩擦応力 T)のすくい面上の分布の一般的傾向が明ら
かとなった｡得られた知見を要約すると,つぎのとおりである｡
(1)すくい面に働くoおよび では,刃先から切屑離脱点にいたるすくい面の距離 Aの
関数として,(4)式で表し得た｡即ち,0, 日ま,いずれも刃先に向うすくい面上で,指
数関数的に増加する傾向を示した (Fig.7-9)｡
(2)繊維傾斜角91の変化に伴う0, 7の変化の傾向は,91-00を基準として次第に増
加し,91-800-900(木口切削)および9)1-1100-1500(逆目切削)で,極めて大
となる傾向を示した (Fig.8)｡
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